
Special Interview

Stylist:髙品逸実　Hairmake:新井克英　セーター、スカート（ZUCCa／A-net Inc.103-5624-2626）　シューズ（ジョシュア サンダース／デスペラード103-5459-5505）

MAKOTO×和紗 京おんなの歌づくり

Sweet’n marble lovers
レギュラーゲスト出演
京都出身のシンガーソングライター、和紗

FM COCOLO のAFTERNOON DELIGHT 

DJ MEMEさんとスイーツの、甘い午後

週末の夜をアダルトに、はんなり彩る、α-STATIONのラジオ番組「Sweet’n marble lovers」に、
京都在住のシンガーソングライター・和紗さんが仲間入り。パーソナリティー・MAKOTOさんとトークを繰り広げます。

Radio

Sweet'n marble lovers

α‐STATION  FM  KYOTO（89.4MHz）
●毎週日曜日  19：00～19：30  DJ: MAKOTO

「実は、スイーツは甘さよりも、風味と内容重視なんです…」と言う
MEMEさん。ハニーフロマージュを試食して「これ、好き系です！」。

MAKOTOさんの、はんなり大人のトークが好評で、スター

トからはや7年を迎える「Sweet ’n marble lovers」。毎月最終

日曜日に、シンガーソングライター・和紗さんがレギュラー参

加する。京女、そしてソングライターと、共通点を持つ２人のトー

クは、打ち合わせで早くもノリノリ…。

MAKOTO（以下：M） 和紗さんは、去年から京都で、がんばっ

たはるんやね。

和紗（以下：和）はい。京都に帰ってきて、自然体で曲が書け

るようになったと思います。単純にリラックスしているからかな。

M　自然に触れてインスピレーションがわくことって、あります

よね。個人的には、宝ケ池とか岩倉とかの広 し々た場所が好

き。それと、新幹線から見る緑の風景。

和　ある！乗り物って、インスピレーションわきます。

M　私、新幹線でレコーディングで東京に行く間に、一曲歌

詞を書いたことがあります。

和　それ、スゴくないですか…（笑）。MAKOTOさんは、

最近はどんな歌詞を書くんですか？

M　いま書き始めているのは、山陰線の列車から見える桜の

一年をテーマにした曲で…。

和　また電車ですか？（笑）

M　いちおう、京都を題材にした歌ですよ。 

和　京都って、やっぱりお客さんが近い。ライブなんかで応

援してくださる皆さんの存在が、今まで以上に素直に受けとめ

られるようになった気がします。

M　和紗さんの歌って、何時間聴いても「もっと聞いていた

い」って思わせる歌、素直さが滲む曲ですよね。

和　わあ、ありがとうございます。私、MAKOTOさんには、

なぜか、友達には言えないような真剣な話もしてしまえるんで

す。番組でも、よろしくお願いします。

M　こちらこそ、よろしゅうに。

昨年、京都に拠点を移して、新たなスタートを切った和紗さん。

「歌詞の内容も、より身近なことをとりあげるようになった。リ

アルになったというか」。身の回りのことや人に心を寄せて、

そして自分にも向き合えるようになった、と語る。ライブも自分

で構成する。「デビュー前につくった歌を、改めてライブで歌っ

たりもしています」。路上や野外、オープンなスペースでのライ

ブで、お客さんからもらえる反応が次へのパワーにつながる。

「京都の観客は、厳しい反面、いちど好きになってもらえると、

細く、長く応援してくださる気がします」。番組では、リスナー

からのメッセージを話題に、和紗さんの日々の創作や気づき

もお伝えする。グランマーブルプレスにも登場する予定だ。

FM COCOLOで月曜から木曜までの午後2時からお届けして

いる番組「AFTERNOON DELIGHT」。パーソナリティー

のMEMEさんのシルキーでやさしい声は、午後のひと時を、

一口のスイーツのようにホッと癒してくれる。「ランチが終って

一息ついた時間ですから、リスナーから『いま、番組を聞きな

がらケーキを焼いています』というメッセージが届いて、まる

でスタジオの中までいい香りがしてきそう…なんていうこともあ

りますよ」。MEMEさんご自身もホームメードのケーキづくり

を楽しむことが多いとか。「ラジオだと、おいしさや甘さをお

伝えすることが難しいんですけど、たとえば、マーブルデニッシュ

のおいしさをお伝えする時には、『トーストしてみたら、よりお

いしかった』とか、自分流の食べ方を紹介したり、その日の

季節感にフィットするフレーバーのお話をしたりしています。

番組でスイートな時間を過ごしていただくためには、選曲も大

切。クリスマスなどは、うんと甘いメロディで盛り上げます」。

FM COCOLO
（76.5MHｚ）

AFTERNOON DELIGHT
●毎週月曜日～木曜日 14:00～17:00  
Blooming heart（15:00～15:10）

曜日ごとにバラエティにとんだ話題を“真心をかたちに”をテーマにお
送りしています。  木曜日はリスナーからのメッセージをご紹介。

カジカジュアュ ルなルなふだふ ん着でスタジオに現れた黒木華は、ナチュ

ラルラルで控で控えめえめな佇まいま 。でも、カメラを向けられるや、表情

がさがさざざ波のように細やかに変化して、その一瞬一瞬のきらめ

きにきに、目が離せなくなる。この底知れない魅力が、巨匠と呼呼

ばれる監督や演出家たちを惹き付けるのだろう。

女優デビューのきっかけは、大学生の時、「野田秀樹さんんが

好きだったから、ただ会いたくて」参加した演劇ワークショッッ

プ。オーディションに合格し、し NODA MAPの舞台を台を皮切皮切り

に映画やドラマでも活躍。わずか数年後の2014年年にベルリ

ン国際映画祭の最優秀女優賞を受賞。瞬く間間に世界でスポッ

トライトを浴びる存在になった。

「昭和の香りのする女優」という声もあるが、もちろん、ん、生まま

れは平成。「現代の役も演じているるので、あまりま 昭和のイメー

ジばかりは…」と、少少々困惑気味だ味だが、彼女彼女が演じるじ 昭和昭和

の女性像のリアリティは、緻密な役づくりかりから生生まれれていて る。る

「私は、その時代を生きていないので、で、昭和昭 の女の女性を性 演じ演じる

ことは難しいと思うことも多いですです。見見ていて る人人が違が 和感和感をを

持ってしまうと、映画映 にとってよくくないなと思ううからら、本を読を

んだり、家で自分で着物を着る着 練習習もずずいぶいぶんしました」た」。

次に出演する映画『母と暮せば』は、ベルリン映画祭でので 受

賞作『小さいおうち』同様、山田洋次監督の作品。時代背景

はままた昭和。終戦直後の長崎だ。「原爆がどういうものなのか

といいうことも含めて、知らないこと、難しいことが多い役柄です。

監督監 から手渡された資料を手がかりに勉強しているところで

す。す。山田監督はセットの小物にも気を遣われる方で、そうし

たデた ィテールも、作品をつくってゆくんだと思います」。

映画映画やドやドラマの中で、役柄として生きてきた昭和は、彼女の

目か目から見ら見て、て どんど な時な 代だろう。

「い「いつもつも思う思うのはのは、現、現代は代 人とと人ととの関の関わりわりが薄が薄いこいことががありあり

ますますけれけれど、ど、昭和昭和の文の文学、学、歌と歌とかかかからはらは、き、きちんちんと人と人と人と人がが

関わ関わってっているいるようような感な感じをじを受け受けますます」。」。

ひとつひつ とつとつの質の質問に問に、澄、澄んだんだ声で声で丁寧丁寧に答に答えるえる姿に姿には「は「慎ま慎ま

しい」という、古風なな言葉葉が似が 合う。プライベートでは１人

で映画館に行ったり、ごはんも食べる。休日は家で過ごすこ

とがとが多い多い。。自分自 の時の時間を大切切にしにしながながら、役と、人人と、と、きき

ちんんと関と関わるわる。そ。そんなんな毎日毎日からから、多、多くのくの人が人が共感共感できできる役る役がが

生ま生まれるれるのかのかもししもしれなれれない。思い思い思い

描く描く描く描 将来将来来将来は、は、は、「自「自分自分自分 身で身で身 はなはな

くてくてくてて、そ、そ、その映の映映の映画の画のの画の中の中の中の中 役柄役柄役柄役柄役役 としとししとしとし

てずてずてずっとっとっと生き生き生 てゆてゆてゆけるけるるようような、な、

そんな女な女女優優さ優 んにんにんにんになれなれれれたらたらたらたら」。」。」。」

黒木華　
Kuroki Haru

ていねいな役づくりで
現代と昭和をふんわり行き来する
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作家・井上ひさしさんに捧げ、山田洋次監督が映画化。長崎
の原爆で息子を亡くした伸子（吉永小百合）のもとに、死んだ
息子（二宮和也）の姿が現れる。生前のように懐かしく語り合
う２人の心配事は、息子の恋人だった町子（黒木華）のこと
だった…。●2015年12月12日全国公開

映画 『母と暮せば』

Profile 祇園町で、舞妓、芸妓として活動する傍ら、シンガーとしてメジ
ャーデビュー。芸妓引退後は、マルチなパーソナリティーとして活動。京
都を伝える仕事にも取り組む。好きなデニッシュは、くるみキャラメル。

MAKOTO

和紗
Profile 2009年にメジャーデ
ビュー後、2014年夏からは京
都を中心にしたライブ活動、
楽曲づくりを開始。好きなデ
ニッシュは、京都三色。

和紗 6th Anniversary Live ～free your spirit～
7月26日（日）SILVER WINGS（京都・祇園）19：00～
http://www.limekoubou.com

新風館×和紗Special monthly event！
～heal place＊heal time＊&heal voice～ 
毎月開催（７月は休み） http://shinpuhkan.jp/

MAKOTO JAZZ ディナーショー
7月6日（月）京都ブライトンホテル
「真箏の部屋」ライブ
7月10日（金）古川町商店街「古川趣蔵」（京都・東山）
http://makototoko.com

1200円（税込）GKA-00001
和紗のラブソングを、ピアノとヴァイオ
リンでしっとりと聴かせる。「それでい
いよ」「紙ヒコーキ」「覚えてますか」
の3曲入り

Profile 神戸出身の国際派パーソナリティー。オーガニックな食に
こだわる自然派でもある。好きなデニッシュは苺フロマージュ、チーズ
＆ベーコン。

MEME

「Piano voice」

©2015「母と暮せば」製作委員会
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